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Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
ド
リ
ラ
ー
制
度
の
目

的
は
、
ド
リ
ル
基
本
技
術
の
普
及
と

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
さ
ら
に
は
世
界
で

活
躍
で
き
る
ド
リ
ラ
ー
の
育
成
で

す
。
こ
の
制
度
の
運
営
を
担
う
た
め

の
組
織
（
認
証
部
会
）
に
は
、
Ｊ
Ｂ

Ｃ
会
員
の
有
識
者
は
も
ち
ろ
ん
、
プ

ロ
ボ
ウ
ラ
ー
も
加
わ
り
、
公
認
ド
リ

ラ
ー
の
更
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
有
資
格
者
全
員
を
対
象
と
し
た
毎

年
の
研
修
会
に
加
え
て
、ベ
ー
シ
ッ

ク
な
ド
リ
ル
技
術
の
習
得
を
目
的
と

し
て
、２
０
０
４
年
に
ブ
ロ
ン
ズ
コ
ー

ス
講
習
会
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ド
リ
ラ
ー
に
は
各
地
区
に
お
け
る
指

導
や
ド
リ
ル
に
対
す
る
様
々
な
研

　
２
０
２
０
年
８
月
１
日
付
で
、

世
界
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟
（W

orld 
Bowling

）
が
ボ
ー
ル
に
関
す

る
ル
ー
ル
を
改
定
。
バ
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
が
禁
止
と
な
る
な
ど
、
ボ

ウ
ラ
ー
の
活
動
に
大
き
く
影
響
す

る
内
容
の
た
め
、
Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
ド

リ
ラ
ー
へ
の
周
知
は
急
務
で
し

た
。
こ
う
し
た
競
技
・
用
具
ル
ー

ル
の
改
定
に
ド
リ
ラ
ー
が
素
早
く

対
応
で
き
る
よ
う
、
情
報
を
正
し

く
伝
え
る
の
が
義
務
研
修
会
の
役

割
で
す
。
義
務
研
修
会
の
大
半
の

時
間
を
割
い
て
、
改
定
内
容
を
徹

底
解
説
し
ま
し
た
。

　
ル
ー
ル
内
容
の
ビ
フ
ォ
ー
・
ア

フ
タ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
ル
ー
ル
改

Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
ド
リ
ラ
ー
に
登
録
さ
れ
、

認
定
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
有
資
格
者
を
対
象
と
し
た
各

種
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
、
ド

リ
ラ
ー
の
技
術
や
知
識
の
維
持
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

定
に
よ
っ
て
改
善
す
る
べ
き
と
み
な

さ
れ
た
現
状
や
、
実
験
に
よ
る
検
証

結
果
の
デ
ー
タ
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り

込
み
、
個
人
の
経
験
則
や
推
測
に
由

来
し
な
い
「
正
し
い
情
報
」
と
し
て

の
解
説
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
義
務
研
修
会
の
中
で
は
、
ブ
ロ
ン

ズ
コ
ー
ス
、
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ス
で
学

ぶ
内
容
に
つ
い
て
も
一
部
紹
介
。
ド

リ
ル
の
奥
深
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
気

軽
に
自
己
発
信
が
で
き
る
今
日
、
ド

リ
ラ
ー
が
ボ
ウ
ラ
ー
の
信
頼
を
得
る

た
め
に
、
常
に
正
し
い
情
報
を
伝
え

続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
講
師
の

日
坂
氏
、棚
橋
氏
は
話
し
て
い
ま
す
。

　
３
年
間
に
１
回
以
上
の
受
講
が
必
要
な

義
務
研
修
会
。
今
年
度
は
そ
の
３
年
単
位

の
最
終
年
度
に
あ
た
る
た
め
、
全
国
７
会

場
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
を
優
先
し
て
６
会
場
を
中
止
。
愛

知
会
場
の
み
開
催
の
上
、
新
た
に
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
を
導
入
し
て
展
開
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

愛
知
会
場

　
感
染
予
防
策
と
し
て
、
受
講
者
に
参

加
前
２
週
間

の
体
調
管
理

を
促
し
、
入

場
時
に
は
感

染
リ
ス
ク

チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
提

出
と
検
温
、

手
指
消
毒
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
十
分

な
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て

着
席
し
、
換
気
を
兼
ね
て
の
休
憩
を
採
り

入
れ
つ
つ
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
実
施
後

２
週
間
に
当
日
の
関
係
者
か
ら
感
染
等
の

報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
受
講
が
可
能
で
す
。
２
０
１
８
年
度
以

降
義
務
研
修
会
を
未
受
講
の
方
は
、
こ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
が
更
新
条
件
ク
リ
ア

の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会

　
愛
知
会
場
で
の
講
義
と
新
た
に
収
録
し

た
映
像
に
よ
る
約
２
時
間
の
動
画
を
配
信

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
テ

ス
ト
を
実
施
す
る
形
式
で
す
。
10
月
１

日
か
ら
配
信
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

　
専
用
申
込
フ
ォ
ー
ム（e-mo 

shicom

）
か
ら
申
込
を
す
る

と
、動
画
視
聴
や
テ
ス
ト
実
施
、

資
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
方
法
を

メ
ー
ル
で
送
付
。
パ
ソ
コ
ン
で

も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
、
期

間
中
な
ら
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

受
講
が
可
能
で
す
。

　
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で

受
講
が
完
了
し
、
２
０
２
１
年

度
の
Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
ド
リ
ラ
ー
資

格
更
新
条
件
が
ク
リ
ア
と
な
り

ま
す
。（
テ
ス
ト
受
付
期
限
は

11
月
30
日
で
す
）

　
２
０
１
８・２
０
１
９
年
度

に
義
務
研
修
会
を
受
講
済
の
方

究
も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

２
０
１
５
年
に
は
ブ
ロ
ン
ズ
の
上
級

に
あ
た
る
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ス
研
修
会

も
初
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
資

質
向
上
に
関
心
の
高
い
ド
リ
ラ
ー
か

ら
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
標
準
化
し
た
ド
リ
ル
技

術
を
全
国
的
に
普
及
す
る
た
め
に
は

課
題
が
残
り
ま
し
た
。
刻
々
と
変
化

す
る
ル
ー
ル
等
も
含
め
、
日
進
月
歩

す
る
新
た
な
ボ
ー
ル
情
報
や
疑
問
解

決
を
求
め
る
声
に
応
え
る
た
め
、
全

国
の
主
要
都
市
を
中
心
に
義
務
研
修

会
を
毎
年
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
全
て
の
有
資
格
者
に
対
し
て
毎

年
参
加
を
求
め
る
に
は
物
理
的
に
限

界
が
あ
り
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
か

ら
、
義
務
研
修
会
は
３
年
間
に
１
回
以

上
受
講
と
し
、
全
国
巡
回
で
の
開
催
と

す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
現
代
の
ド
リ
ル
技
術
と
コ
ー
チ
ン
グ

は
ま
さ
に
車
の
両
輪
で
あ
り
、
ド
リ
ル

を
す
る
た
め
に
コ
ー
チ
ン
グ
の
知
識
が

求
め
ら
れ
、
コ
ー
チ
ン
グ
に
は
ド
リ
ル

の
知
識
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
両
分
野
の
知
識
を
学
ぶ
メ
ソ
ッ
ド

の
必
要
性
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
活
躍
の
場

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
は
協
会
の
役
割

だ
と
思
い
ま
す
し
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
界
の

発
展
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
公
認
ド
リ
ラ
ー
皆
様
の
更
な
る

ご
活
躍
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

ボウラーの頼れる味方 ＪＢＣ公認ドリラー
コ
ー
チ
ン
グ
×
ド
リ
ル
で

�

ボ
ウ
ラ
ー
の
活
躍
を
広
げ
て
い
く
時
代

�

―
日
坂
義
人
氏

　
私
自
身
、
プ
ロ
テ
ス
ト
を
受
け
る

ま
で
は
Ｊ
Ｂ
Ｃ
会
員
と
し
て
、
ま
た

公
認
ド
リ
ラ
ー
の
資
格
も
取
得
し
て

い
ま
し
た
。
選
手
時
代
に
薬
指
を
痛

め
腱
鞘
炎
に
苦
し
ん
だ
こ
と
か
ら
、

ケ
ガ
を
し
な
い
ド
リ
ル
の
重
要
性
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
ド
リ
ル
業
務
自
体
は
Ｊ
Ｂ
Ｃ
会

員
に
と
ど
ま
ら
ず
、
す
べ
て
の
ボ

ウ
ラ
ー
に
関
わ
っ
て
く
る
事
で
す
。

ト
ッ
プ
選
手
に
限
ら
ず
初
心
者
や
中

級
者
も
、
ド
リ
ル
が
手
や
ボ
ウ
リ
ン

グ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
て
い
な
い
た
め

に
、
指
や
腱
を
痛
め
て
し
ま
う
こ
と

は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
明

ら
か
に
ス
パ
ン
が
合
っ
て
い
な
い
ボ

ウ
ラ
ー
、
ピ
ッ
チ
が
合
っ
て
い
な
い

ボ
ウ
ラ
ー
が
い
な
く
な
る
よ
う
に
、

ド
リ
ラ
ー
が
「
ケ
ガ
を
し
な
い
で
投

球
で
き
る
ド
リ
ル
」
を
勉
強
す
る
機

会
が
必
要
で
す
。

　
Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
ド
リ
ラ
ー
研
修
会

は
、
適
正
ス
パ
ン
や
ス
パ
ン
に
応
じ

た
ピ
ッ
チ
、
指
穴
の
サ
イ
ズ
や
形
に

指
穴
の
角
の
削
り
方
ま
で
の
フ
ィ
ッ

テ
ィ
ン
グ
技
能
か
ら
、
ボ
ー
ル
モ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
摩
擦
係
数
に
影
響

を
及
ぼ
す
表
面
素
材
や
表
面
の
状

態
、
慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
な
ど
の
物
理

的
現
象
か
ら
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
歴
史
ま

で
お
伝
え
し
て
い
く
大
切
な
場
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま

た
定
期
的
に
新
し
い
情
報
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
や
、
ド
リ
ラ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
抱

え
る
悩
み
の
解
消
の
場
と
し
て
も
機
能

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
個
人
で
は
な
か
な
か
デ
ー
タ
の
取
れ

な
い
部
分
も
研
究
、
検
証
を
行
い
な
が

ら
ド
リ
ラ
ー
の
皆
様
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
出
来
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｂ

Ｐ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
よ
う
な
組
織
に
な
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
と
し
て

は
、
こ
の
制
度
の
発
足
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
髙
田
誠
さ
ん
や
日
坂
さ
ん
が
目
指
し

た
「
日
本
ボ
ウ
リ
ン
グ
界
の
発
展
の
た

め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
忘
れ
ず
に
、

微
力
な
が
ら
こ
の
制
度
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ボ
ウ
ラ
ー
に
合
っ
た
ド
リ
ル
を
学
ぶ
機
会
が
必
要

�

―
棚
橋
孝
太
氏

　1998年に発足したJBC公認ドリラー制度。22年が経過し、累計認定者数は2000名にも上ります。ドリラーを本職とし制度開始当初
から携わる日坂義人氏と、プロボウラーの立場でドリリングの追求を続ける棚橋孝太氏に、お話を伺いました。

●義務研修会…�ルールやボールの最新情報を詳しく解説。有資格者が３年
間に１回以上受講することで、資格更新が可能となります。

●�ブロンズコース…ドリルに関する基礎知識を正しく、より深く学ぶための２
日間のプログラムです。ＪＢＣ公認ドリラーならどなたでも受講可能です。
修了すると資格のグレードが上がり「ブロンズドリラー」に認定されます。
●�シルバーコース…将来的に国内各地域でドリラーへの指導的な立場で活躍す
ることを視野に、レベルアップするためのセミナーです。ブロンズコースを
修了し認定されてから２年を経過した方が受講できます。修了すると「シル
バードリラー」に認定されます。
※�さらなる上級コースセミナーも準備中！日本を代表するドリルスペシャリス
ト養成に着手します。

有資格者への研修プログラム

　
ア
ス
リ
ー
ト
ボ
ウ
ラ
ー
で
あ
る
Ｊ
Ｂ
Ｃ

会
員
選
手
が
、
協
会
主
催
大
会
（
国
民
体

育
大
会
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
を

含
む
）
に
出
場
す
る
際
、
使
用
す
る
ボ
ー

ル
は
「
Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
ド
リ
ラ
ー
に
よ
り
ド

リ
ル
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
る
こ
と
が
規
則

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
ボ

ウ
ラ
ー
の
成
功
を
と

も
に
目
指
し
、
ド
リ
リ

ン
グ
や
ボ
ー
ル
に
関

し
て
「
有
資
格
者
」
と

し
て
責
任
を
も
っ
て

サ
ポ
ー
ト
す
る
ド
リ

ラ
ー
が
「
Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認

ド
リ
ラ
ー
」
で
す
。

　
Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
ド
リ

ラ
ー
に
登
録
す
る
に

は
、
規
程
に
基
づ
き
推

薦
を
受
け
、
Ｊ
Ｂ
Ｃ
に

登
録
申
請
し
ま
す
。
認

定
審
査
を
パ
ス
し
登

録
料
を
納
付
す
る
と
、

これが目印！

有資格者には認定証を発行

豊富なデータをスライドで解説

初のオンライン研修　動画を収録 ゆとりを保って着席

入場時に検温も

２
０
２
０
義
務
研
修
会
　
ル
ー
ル
改
定
を
徹
底
解
説

Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
ド
リ
ラ
ー
と
は
？

W
ith

コ
ロ
ナ
で
の
研
修
会

�

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
を
初
導
入
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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
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新型コロナウィルス感染症に関する対応、予防策ガイドラインについて

協会webサイト（http://www.jbc-bowling.or.jp/coronavirus/）でお知らせしています。

ご理解とご協力をお願い申し上げます。　　　　　　 公益財団法人 全日本ボウリング協会
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井
・
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ

40▽
11
月
21
日
㈯
～
22
日
㈰

第
47

回
中
国
四
国
地
区
社
会
人
選
手
権

大
会

山
口
・
下
関
ロ
イ
ヤ
ル
ボ

ウ
ル

▽
11
月
29
日
㈰

第
11
回
関
西
ダ

ブ
ル
ス
競
技
大
会

奈
良
・
オ
プ

ト
ボ
ウ
ル
タ
カ
ダ

▽
10
月
24
日
㈯
～
25
日
㈰

第
37

回
東
海
地
区
ク
ラ
ブ･

実
業
団･

学

生
３
人
チ
ー
ム
選
手
権
大
会

岐

阜
・
土
岐
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

▽
10
月
24
日
㈯
～
25
日
㈰

第
59

回
関
西
選
手
権
大
会

京
都
・
Ｍ

Ｋ
ボ
ウ
ル
上
賀
茂

▽
11
月
７
日
㈯
～
８
日
㈰

第
37

回
北
信
越
地
区
選
手
権
大
会

福

▽
10
月
10
日
㈯
～
11
日
㈰

第
40

回
東
北
シ
ニ
ア
選
手
権
大
会

岩
手
・
盛
岡
ス
タ
ー
レ
ー
ン

▽
10
月
24
日
㈯
～
25
日
㈰

第
47

回
東
北
選
手
権
大
会

岩
手
・
盛

岡
ス
タ
ー
レ
ー
ン

▽
10
月
24
日
㈯
～
25
日
㈰

第
37

回
関
東
地
区
選
手
権
大
会

埼
玉

・
新
狭
山
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

【
地
区
連
合
主
催
大
会
】

▽
10
月
３
㈯
～
４
日
㈰

第
19
回

東
北
中
学
生
高
校
生
選
手
権
大
会

福
島
・
ボ
ウ
ル
ア
ピ
ア
郡
山

▽
10
月
３
日
㈯
～
４
日
㈰

第
34

回
東
海
地
区
年
代
別
選
手
権
大
会

三
重
・
津
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

▽
10
月
16
日
㈮
～
18
日
㈰

第
11

回
東
日
本
シ
ニ
ア
選
手
権
大
会

静
岡
・
浜
松
毎
日
ボ
ウ
ル

▽
10
月
16
日
㈮
～
18
日
㈰

第
11

回
西
日
本
シ
ニ
ア
選
手
権
大
会

滋
賀
・
ラ
ピ
ュ
タ
ボ
ウ
ル
彦
根

▽
10
月
31
日
㈯
～
11
月
２
日
㈪

内
閣
総
理
大
臣
杯
・
文
部
科
学
大

臣
杯
第
49
回
全
国
都
道
府
県
対
抗

選
手
権
大
会

三
重
・
津
グ
ラ
ン

ド
ボ
ウ
ル

▽
11
月
13
日
㈮
～
15
日
㈰

第
53

回
全
日
本
新
人
選
手
権
大
会

兵

庫
・
神
戸
六
甲
ボ
ウ
ル

▽
11
月
21
日
㈯
～
23
日
（
月
・

祝
）

第
53
回
全
日
本
実
業
団
選

手
権
大
会

富
山
・
富
山
地
鉄
ゴ

ー
ル
デ
ン
ボ
ウ
ル

▽
11
月
28
日
㈯
～
30
日
㈪

文
部

科
学
大
臣
杯
第
58
回
全
日
本
大
学

選
手
権
大
会

神
奈
川
・
川
崎
グ

は
、
10
月
に
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン

強
化
合
宿
と
の
合
同
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
全
日
本
ナ
シ

ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
強
化
合

宿
と
の
合
同
開
催
に
切
り
替
え
ま

す
。全

日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の

ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
は
中
止
が
決
定
し
ま

し
た
。

全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
メ

ン
バ
ー
強
化
合
宿
は
11
月
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０

２
１
年
３
月
11
日
㈭
～
14
日
㈰
に

再
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
は

群
馬
・
ド
リ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
太

田
（
公
競
№
１
１
０-

０
３
６
）

で
す
。

ま
た
、
全
日
本
ユ
ー
ス
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
強
化
合
宿

田
（
公
競
№
１
１
０-

０
３
６
）

で
開
催
し
ま
す
。

参
加
条
件
、
申
込
方
法
等
は
決

定
次
第
、
都
道
府
県
連
盟
・
学
生

連
合
へ
通
知
さ
れ
ま
す
。

全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
メ

ン
バ
ー
・
ユ
ー
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ

ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
選
考
参
考
記
録

会
を
、
３
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
に

群
馬
・
ド
リ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
太

宏
、
津
田
由
美
子
、
大
原
和

博
、
小
川
三
太
、
白
方
宏
宜
、

大
城
戸
和
義
、
榎
本
清
子

▽
島
根
県

森
山
健
一
（
連
盟

会
長
）
、
黒
光
秀
尊
（
同
理
事

長
）
、
宮
倉
祐
子
、
吉
岡
伸
義

（
連
盟
顧
問
）

▽
岡
山
県

小
見
山
知
一
（
連

盟
副
理
事
長
）
、
坪
田
梅
野

▽
広
島
県

寺
田
稔
（
連
盟
会

長
）
、
太
刀
掛
照
文
（
同
副
会

長
）
、
片
岡
慶
行
同
、
荻
野
和

男
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
評
議
員
、
連
盟
理

事
長
）
、
中
塩
博
美
、
藤
田
嘉

敏
、
難
波
江
康
雄
、
門
田
裕

美
、
赤
木
研
太
、
高
橋
忠
夫
、

石
井
浩
次
、
中
塩
貴
倫
、
鉾
崎

浩
二
、
石
本
美
来

▽
福
岡
県

山
口
佳
秀

▽
沖
縄
県

翁
長
政
俊
（
連
盟

会
長
）
、
伊
集
守
和
（
同
理
事

長
）
、
國
場
幸
博
、
下
地
良

信
、
比
嘉
輝
久
、
伊
敷
義
則
、

小
山
正
樹
、
安
座
間
俊
一
、
崎

山
平
志
郎
、
勝
連
健
一
郎
、
石

嶺
可
奈
子
、
比
嘉
秀
和
、
狩
俣

学
、
金
城
吉
樹
、
比
嘉
剛
己
、

山
内
志
津
男順

不
同
・
敬
称
略


（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
評
議
員
）
、
野
中
秀

和▽
神
奈
川
県

不
破
伸
二
（
Ｊ

Ｂ
Ｃ
理
事
、
連
盟
会
長
）
、
三

嶋
正
志
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
監
事
、
連
盟

副
会
長
兼
理
事
長
）
、
永
野
勇

（
連
盟
副
会
長
）
、
石
崎
修

同
、
和
田
龍
康
（
同
副
理
事

長
）
、
三
森
秀
人
同
、
木
戸
修

同
、
中
尾
了

▽
山
梨
県

尾
形
恵
（
連
盟
副

会
長
）
、
鷹
野
進
（
同
理
事

長
）

▽
石
川
県

榎
本
隆
明
（
連
盟

理
事
長
）
、
竹
田
與
市
（
同
副

理
事
長
）
、
広
岡
唯
夫
同
、
谷

口
一
雄
、
渡
辺
正
広
、
永
山
順

一
、
竹
田
源
作
、
米
沢
敏
雄
、

石
谷
す
ず
子
、
横
川
健

▽
大
阪
府

奴
井
和
幸
（
連
盟

会
長
）
、
尾
辻
利
章
（
同
理
事

長
）
、
米
澤
満
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
理

事
）
、
松
井
正
信
、
尾
辻
桂
子

▽
兵
庫
県

松
下
秀
雄
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
理
事
、
連
盟
会
長
）
、
森
岡

京
子
（
連
盟
副
会
長
）
、
瀬
尾

武
夫
同
、
川
野
建
嗣
、
戸
田
征

徹
、
三
浦
真
、
相
場
興
、
鈴
木

博
幸
、
千
葉
久
恵

▽
山
形
県

吉
村
和
武
（
連
盟

会
長
）
、
小
野
仁
（
同
副
会

長
）
、
齋
藤
俊
一
郎
同

▽
千
葉
県

臼
井
日
出
男
（
Ｊ

Ｂ
Ｃ
顧
問
、
連
盟
名
誉
会
長)



西
林
康
憲
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
理
事
、
連

盟
会
長
）
、
黒
河
敏
一
（
連
盟

顧
問
）
、
福
島
滋
（
同
副
会

長
）
、
大
須
賀
健
治
同
、
張
ヶ

谷
和
年
同
、
佐
藤
貴
夫
（
同
理

事
長
）
、
谷
澤
重
男
（
同
副
理

事
長
）
、
渡
辺
勇
同
、
土
屋
晴

仁
、
伊
藤
保
雄
、
朝
生
旭

▽
東
京
都

佐
藤
直
亮
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
常
務
理
事
、
連
盟
会
長
）
、

田
中
裕
之
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
評
議
員
、

連
盟
副
会
長
兼
理
事
長
）
、
田

原
庄
治
（
連
盟
副
会
長
）
、
窪

田
洋
同
、
富
山
幸
美
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ

評
議
員
）
、
水
野
和
男
、
髙
橋

尚
代
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
理
事
）
、
阿
部

信
隆
、
吉
田
宗
近
、
稲
村
達

弥
、
坂
本
り
つ
子
、
飯
島
祥
行

【
特
別
法
人
会
員
】

▽
兵
庫
県

神
戸
市
ボ
ウ
リ
ン

グ
協
会
（
会
長
水
井
手
孝
之)



株
式
会
社
グ
ラ
ン
ド
六
甲
神
戸

六
甲
ボ
ウ
ル
（
取
締
役
社
長
波

多
達
也
）

▽
広
島
県

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

株
式
会
社
西
日
本
製
鉄
所
（
福

山
条
鋼
部
部
長
岡
本
成
夫
）
、

キ
ャ
ッ
ス
ル
ボ
ウ
ル
福
山
（
支

配
人
岩
川
敬
史
）
、
清
水
開
発

株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
清
水

利
憲
）
、
ミ
ス
ズ
ガ
ー
デ
ン
株

式
会
社
（
代
表
取
締
役
三
島

豊
）

▽
島
根
県

株
式
会
社
出
雲
会

館
（
代
表
取
締
役
今
岡
余
一

良
）
、
し
ん
じ
湖
ボ
ウ
ル
（
支

配
人
恩
田
充
）

【
特
別
個
人
会
員
】

▽
北
海
道

永
田
富
松

▽
秋
田
県

布
目
浩
嗣
（
連
盟

理
事
長
）
、
北
嶋
憲
一
（
同
副

理
事
長
）
、
佐
藤
順
一
同
、
遠

藤
博
同
、
伊
藤
照
子
、
阿
部

参考記録会を３月開催

強
化
合
宿
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
再
延
期

し
た
。

香
川
県
、
山
口
県
、
福

岡
県
、
奈
良
県
、
兵
庫
県

を
巡
回
す
べ
く
、
日
程
を

調
整
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
お
近
く
で
開
催
決
定

の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ

ー
ム
下
地
賀
寿
守
監
督
に

よ
る
出
張
特
別
レ
ッ
ス
ン

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
。
今
年
度
５
会
場
で

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
す
べ
て
２
０
２
１

年
以
降
に
延
期
と
な
り
ま

宿
も
リ
モ
ー
ト
形
式
で
の

開
催
に
変
更
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
認
定
選
手

は
一
定
期
間
課
題
に
各
自

で
取
り
組
み
、
レ
ポ
ー
ト

を
提
出
し
ま
す
。

将
来
有
望
な
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
の
発
掘
を
目
的
に
毎

年
実
施
し
て
い
る
「
ジ
ュ

ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
」
事
業
。

今
年
度
は
メ
ン
バ
ー
を
選

考
す
る
認
定
会
に
続
き
、

10
月
に
予
定
し
て
い
た
合

今
年
度
は
リ
モ
ー
ト
開
催

下
地
賀
寿
守
監
督
の

下
地
賀
寿
守
監
督
の

下
地
賀
寿
守
監
督
の

ボ
ウ
リ
ン
グ
キ
ャ
ラ
バ
ン

ボ
ウ
リ
ン
グ
キ
ャ
ラ
バ
ン

来
年
度
以
降
に
延
期
し
ま
す

10月＆11月

２
０
２
０
年
８
月
１
日
以
降
登
録
者
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